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12月21日（日）、白鷹町中央公民館において、「生徒と地域の大人の対話会」を開催しました。荒砥高校生
の探究学習の成果を対話のきっかけとして、各グループで話し合いを深めました。

◇ 地域参加機会の継続性を高める制度・仕組みづくりは大人の役割である。
◇ 好きなことを通じた集いと学びの場が、地域づくりと若者の将来形成に寄与する。　等々

高校生の意見を受け止め実践につなぐとともに、地域と世界をつなぐ人材育成とそのための環境整備に力
を尽くす必要性を共有しました。
山形県は、米有力旅行メディアから「2026年に行くべき世界の旅行先25選」に選出されました。首都圏

とは異なる「別世界のような静けさを保つ場所」であることが、その選出理由です。
「あれが欲しい」「あればいい」といった『ないものねだり』をするのではなく、荒砥高校生の発表に見られ
るように、「これを残したい」「活かしたい」という『あるものを探し』、それを輝かせていく姿勢こそが、郷
土への誇りと愛情を育み、誠実に生きようとする青少年育成の基盤であることを確認することができました。

生徒と地域の大人の対話会（兼）白鷹町次世代未来ビジョン会議
テーマ：若者の学びを地域づくりにつなげよう
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県
内
の
青
少
年
健
全
育
成
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
て
、
課
題
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

問
題
解
決
や
実
践
活
動
へ
の
決
意
を
新
た
に

す
る
「
令
和
７
年
度
山
形
県
青
少
年
健
全
育

成
県
民
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
山
形
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
表
彰
で
は
、
青
少
年
育
成
活
動
に
長
年
ご

尽
力
さ
れ
た
米
沢
市
の
鈴
木
彰
一
氏
と
鈴
木

の
り
氏
を
含
め
10
名
の
方
が
、
ま
た
、〝
い

じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〞
や
ま
が
た
県
民

運
動
の
優
秀
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰
で
は
、

南
陽
市
立
宮
内
小
学
校
４
年
小
原　

縁
さ
ん

を
始
め
５
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

い
じ
め
・
非
行
防
止
セ
ミ
ナ
ー

◆
少
年
の
主
張

　

第
64
回
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
で
最
優

秀
を
受
賞
し
た
鶴
岡
市
立
第
二
中
学
校
３
年

の
石
塚
桃
心
さ
ん
が「
命
の
叫
び
を
伝
え
る
」

と
題
し
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
を

訪
れ
た
経
験
を
紹
介
し
、「
私
た
ち
に
は
戦

争
を
繰
り
返
さ
な
い
責
任
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
命
の
叫
び
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る

人
で
あ
り
た
い
。」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

◆
事
例
発
表
「
は
ぐ
ろ
大
家
族
会
議
の
今
」

　

平
成
25
・
26
年
度
に
山
形
県
警
の
「
少
年

非
行
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
を
契
機
に
始
ま
っ
た
異
世
代
間
意
見

交
換
会
（
愛
称
「
は
ぐ
ろ
大
家
族
会
議
」）

の
取
り
組
み
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
実
施

さ
れ
、
現
在
で
は
更
に
発
展
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
〝
ア
イ
デ
ア
競
争
か
ら
共
存
社
会

志
向
へ
〞〝
参
加
範
囲
の
拡
大
〞〝
地
域
回
帰

を
促
す
体
制
整
備
〞
を
目
指
し
た
い
と
の
決

意
表
明
が
な
さ
れ
、
大
変
学
ぶ
こ
と
の
多
い

発
表
と
な
り
ま
し
た
。

◆
講
演
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
よ
う
」

　

山
形
県
公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
会
協

会
会
長
伊
藤
洋
子
氏
の
講
演
は
、
多
難
な

社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
回
復
力
）
を
高
め
る
重
要
性
と
、
地

域
ぐ
る
み
の
支
援
体
制
構
築
の
必
要
性
に
関

す
る
講
演
で

し
た
。

　

特
に
、
親

や
大
人
は

〝
結
果
〞
よ

り
〝
過
程
〞

を
重
視
す
る

こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し

た
。

山
形
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

山
形
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

令
和
七
年
十
月
二
十
六
日

令
和
七
年
十
月
二
十
六
日 （
日
）

（
日
） 

　
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

　
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
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先
日
、
白
鷹
町

で
行
わ
れ
た
「
生

徒
と
地
域
の
大
人

の
対
話
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。『
若

者
の
学
び
を
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ

う
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
惹
か
れ
た
の
で
す

が
、
期
待
ど
お
り
大
変
充
実
し
た
対
話
会

で
し
た
。

　

各
市
町
に
は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

「
総
合
計
画
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
目
指
す
将
来
の
姿
を
定
め
、
実

現
す
る
た
め
の
指
針
や
方
策
を
示
し
た
最

上
位
の
行
政
運
営
計
画
で
す
。
飯
豊
町
で

は
第
五
次
の
総
合
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
柱
の
一
つ
に
「
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
育
む
教
育
の
展
開
」
が
あ
り
ま

す
。
学
校
教
育
で
も
社
会
教
育
で
も
郷
土

愛
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
の
で
す
。

　

飯
豊
中
学
校
さ
ん
で
は
、
数
年
前
か
ら

学
校
教
育
目
標
の
中
に
「
郷
土
を
愛
し
地

域
に
貢
献
す
る
生
徒
」
を
設
定
。
生
徒
が

地
域
に
出
て
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。
町
・
地
域
で
は
、
子
ど
も
達
が
地

域
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
り
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
が
着
実
に
現
れ
て
き
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
す
。
今
年
の
「
青
少
年
育

成
推
進
員
研
修
会
」
で
飯
豊
町
か
ら
発
表

し
た
よ
う
に
、
中
学
生
が
夏
祭
り
や
地
域

の
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
企
画
・
準

備
の
段
階
か
ら
参
加
し
、
地
域
の
人
と
交

流
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
す
る
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

体
験
を
と
お
し
て
地
域
の
良
さ
を
学
ん

だ
子
ど
も
達
は
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
大
人
へ
と
成
長
し
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
達
が
地
域
の
中
で
活

躍
で
き
る
場
を
作
り
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

に
直
接
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

長
井
市
の
青
少

年
育
成
推
進
員
は
、

各
地
区
か
ら
選
出

さ
れ
た
９
名
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
内
容
は「
黒
獅
子
ま
つ
り
」

「
長
井
お
ど
り
」「
水
ま
つ
り
」
会
場
で
の

巡
回
指
導
、
成
人
向
け
図
書
の
実
態
調
査
、

パ
ト
ロ
ー
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
自

家
用
車
に
よ
る
巡
回
な
ど
で
あ
り
、
活
動

を
通
し
て
得
ら
れ
た
気
付
き
は
長
井
市
地

域
安
全
推
進
協
議
会
へ
報
告
し
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
生
徒
と
地
域
の
大
人
が
語
り
合

う
対
話
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
生

徒
た
ち
の
話
を
聞
く
中
で
、
地
域
に
関
わ

り
た
い
と
い
う
前
向
き
な
思
い
が
強
く
感

じ
ら
れ
、
私
が
学
生
だ
っ
た
頃
と
は
異
な

り
、
地
域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
意
識
の

高
ま
り
に
大
き
な
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。

同
時
に
、
生
徒
と
大
人
が
自
然
に
関
わ
り

を
持
て
る
場
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
必

要
性
も
実
感
し
ま
し
た
。
大
人
が
歩
み
寄

り
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
受
け
止
め
る
こ

と
で
、
地
域
全
体
の
活
力
は
さ
ら
に
高
ま

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

も
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
子
ど
も
だ
け
に
制

限
を
課
す
の
で
は
な
く
、
大
人
も
同
じ
ル

ー
ル
を
共
有
し
、
共
に
よ
り
良
い
使
い
方

を
考
え
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど

も
変
わ
る
を
実
践
し
て
、
模
範
を
示
す
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
大
人
と
し
て
、
そ
し
て

推
進
員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
歩

む
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

提
言

「
生
徒
と
地
域
の
大
人
の
関
わ
り
」

　
　
　
長
井
市
青
少
年
育
成
推
進
員
会  

　
　
　
　  

　
　
　
会
長
　
鈴
木
　
昌
克

９
月
17
日
㈬
、
置
賜
総
合
支
庁
講
堂
に
て
、

第
２
回
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
株
式

会
社
ラ
・
ヴ
ェ
リ
タ
代
表
取
締
役
中
澤
謙

一
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
の
中
で
、
国
の
施
策
の
説
明
や
会
社
経
営

の
難
し
さ
を
交
え
な
が
ら
、
今
な
ぜ
若
者
の

就
労
継
続
支
援
が
重
要
な
の
か
を
詳
し
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ラ
・
ヴ
ェ
リ
タ
で
は
、
通
所
者
が
目
標
を

持
ち
、
自
分
の
変
容
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、「
モ
デ
ル
を
真
似
す
る
」「
試

行
錯
誤
の
経
験
」「
努
力
の
仕
方
を
学
ぶ
」

「
成
功
体
験
を
積
む
」
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

あ
き
ら
め
か
け
て
い
る
人
の
能
力
を
引
き

出
す
と
と
も
に
、
意
識
の
変
容
を
促
し
、
適

切
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
「
人
は
変
わ
る
」

と
い
う
実
例
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

達
成
へ
の
道
筋
を
示
し
、
通
所
者
と
と
も

に
歩
む
姿
勢
は
、

青
少
年
健
全
育

成
に
携
わ
る
私

達
に
と
っ
て
大

変
参
考
と
な
る

考
え
方
で
あ
り
、

学
び
の
多
い
研

修
会
と
な
り
ま

し
た
。

若
者
の
就
労
支
援
の
現
状
と
課
題

若
者
の
就
労
支
援
の
現
状
と
課
題

　
　
　
　  

講
師
　

講
師
　
中
澤
　
謙
一

中
澤
　
謙
一 

氏氏

置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
研
修
会

置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
研
修
会

「
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と

青
少
年
育
成
活
動
」

　
　
　
　
飯
豊
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
　
　
　  

　
　
　
会
長
　
鈴
木
　
正
人


